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大磯駅前用地の利活用方策に関する答申書（案）への各委員からの意見提案等 

委員名 頁 指 摘 箇 所 指 摘 内 容 

加 藤 

委 員 

２ 「大磯駅前用地の利活用方策の答申について」について 

※文面の修正になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【修正提案（修正）】 

「土地利用のゾーニングの答申について」を以下の文面に変更（修正）する。 

土地利用のゾーニングの答申について 

 本委員会は、平成 25 年９月 11 日付け、磯政第 24 号をもって町長から諮問

を受けた大磯駅前用地の利活用方策について、全体的な土地の利活用策など

の答申を行うに先立ち、「土地利用のゾーニング」の答申を行なっています。 

 答申内容は、別添資料①のとおりで、自転車駐車場はなるべくコンパクト

にして、「その他利用」地区の空間をなるべく大きくとるというコンセプト

を示すイメージ図とともにまとめたあり、町においても、答申結果を受け、

自転車駐車場の整備に向けた取組みが進められているところです。 

 本委員会では、「土地利用のゾーニング」の答申後も、継続して調査審議を

行ない、今回、土地利用のゾーニングに示した「自転車駐車場」地区以外の

「その他利用」地区、「築山」地区、また、町道と県道の交差部分である「整

備・改良・再配置」地区の具体的な土地の利活用策などを含めた、大磯駅前

用地の利活用方策の全体像をとりまとめるべく議論を重ね、ました。 

 なお、先行答申した「土地利用のゾーニング」後も、自転車駐車場建設へ

の助言等も行ないながら、継続して具体的な土地の利活用策における調査審

議を重ねてきました。  

このような調査審議の中、自転車駐車等対策協議会からの意見提案を受け、

町で自転車駐車場の整備計画を決定したことで、ゾーニングのイメージより

「その他利用」地区の面積が思ったより限られていたことや、「自転車駐車場」

地区と「築山」地区との間の動線位置が変更されたことによる緑地と景観面

への意見等が大きくとりあげられました。あったことを付記します。 
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委員名 頁 指 摘 箇 所 指 摘 内 容 

藤 木 

委 員 

２ 「■平成 25 年 11 月６日大磯駅前用地の利活用方策（答申）■」

について 

 

 

【修正提案（追加）】  

 

自転車駐車場の建設位置が決定したことにより、平成 25 年 11 月６日付け

で先行答申した「土地利用のゾーニング」における各ゾーンなどに少なから

ず影響を与えるものとなった。 

・「その他利用」地区では、想定していた面積より大きな広さの確保が困難と

なった。 

・敷地内への出入りや歩行者対策として設置検討を要望していた緑道（迂回

路）の位置が変更になった。 

自転車駐車場の建設位置の決定により、利活用方策におけるゾーン区分や

方向性等に多少なりとも影響を与えるものとなったため、町で今後、答申結

果を受け、事業等を進めていくと思われるが、小さなズレを大きなズレにし

ないためにも、検討経過において先行答申したゾーニング図と多少のズレが

生じた事が分かるように、文面だけでなく図として示しておいた方が良いと

思われる。 
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委員名 頁 指 摘 箇 所 指 摘 内 容 

小 林  

委 員 

２ 「大磯駅前用地の利活用方策の答申について」について 

 

 本委員会は、平成 25年９月 11 日付け、磯政第 24 号をもって町

長から諮問を受けた大磯駅前用地の利活用方策について、全体的

な土地の利活用策などの答申を行うに先立ち、「土地利用のゾーニ

ング」の答申を行なっています。 

 答申内容は、別添資料①のとおりであり、町においても、答申

結果を受け、自転車駐車場の整備に向けた取組みが進められてい

るところです。 

 本委員会では、「土地利用のゾーニング」の答申後も、継続して

調査審議を行ない、今回、土地利用のゾーニングに示した「自転

車駐車場」地区以外の「その他利用」地区、「築山」地区、また、

町道と県道の交差部分である「整備・改良・再配置」地区の具体

的な土地の利活用策などを含めた、大磯駅前用地の利活用方策の

全体像をとりまとめました。 

 なお、先行答申した「土地利用のゾーニング」後も、自転車駐

車場建設への助言等も行ないながら、継続して具体的な土地の利

活用策における調査審議を重ねてきました。  

このような調査審議の中、自転車駐車等対策協議会からの意見

提案を受け、町で自転車駐車場の整備計画を決定したことで、ゾ

ーニングのイメージより「その他利用」地区の面積が思ったより

限られていたことや、「自転車駐車場」地区と「築山」地区との間

の動線位置が変更されたことによる緑地と景観面への意見等があ

ったことを付記します。 

 

 

【ご意見など】 

①「建物が巨大で壁の塊による「箱もの」の印象がぬぐえないこと」 

建物はデザインと空間配置によって、その印象と圧迫感は変えられるもの。

敷地と容積とを変えずに印象を自然と調和させることはできるはずだが、そ

れらの工夫が不充分である。空間は意識を決定するものです。現状の設計の

ままでは、完成後に違和感と不快感を覚える町民は少なくないかと危惧しま

す。大磯らしさは校倉造り様式などの壁面では表現できるはずはなく、ガラ

ス張りなどで採光や見通しの良さを外壁に採用すべき、壁面を透かして、大

磯の光と風と海を感じられるものにすべきでは？外壁の設計変更などは可能

なはずです。良いアイデアをお持ちの委員の意見を真摯に聞くべきです。 

 

②「駐輪場と築山の間に道が取れず、築山側の自然を生かせないこと」 

駐輪場と築山の間に抜け道（散策路）を作ることは、移動のしやすさと自

然との一体感のために大切です。安全面の懸念の指摘がありましたが、壁面

をガラス張りにしたり、ライトアップをすることで克服可能でしょう。今の

ままでは、築山はデットスペースになり生かされません。南側広場の自然と

の一体感と活用のためにも必要なことです。 

 

③「地下式や一部を二階建てにすることだけでは、最大限の工夫をしたとは

いえないこと」 

将来の駐輪数の減少や駐輪場の他の用途への転用に備えて、２・３階部分

をはじめ、必要に応じて部分的に撤去可能な構造にしておく必要があります。

将来に備えて広場スペースや多用途スペースの確保の準備をしておくこと

は、町民の希望でもあるでしょう。また、駅前用地全体の将来の再開発への

準備としても有用です。 

①、③ 

①、③ 

② 
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委員名 頁 指 摘 箇 所 指 摘 内 容 

藤 木 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

加 藤 

委 員 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

「大磯駅前用地の利活用方策の答申について」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「■ゾーニングにおける土地利用の方向性■の「その他利用」地

区の〔土地利用の方向性〕」について 

※文面の修正になります。 

 

【新たな提案】 

自転車駐車場の建設位置の多少のズレでも「その他利用」地区や「築山」

地区の具体的な利活用策などに少なからず影響を及ぼすことを勘案すると、

自転車駐輪場の建設後や、建設後に行なわれる東自転車駐車場の解体後の現

地の状況を、しばらくの間、多くの町民や行政関係者、学識経験者などが身

体的に体験、認識した後、具体的な整備に向けた、新たな委員会等を設置し、

協議などを行なっていく必要があると思っています。 

 

 

 

【修正提案（修正）】 

〔土地利用の方向性〕」を以下のように文面を変更する。 

〔土地利用の方向性〕 

この地区は、防災拠点、観光、産業、子育て、文化芸術、町民活動など、

様々な分野で具体的な土地利用ができる、まとまりのある土地ですが、町民

意見や町の課題等の解消を果たすまでの大きな役割や緊急を要する具体的な

用途を提案する時期には及んでいないものと考えます。までには至っていな

いものと判断します。 

そのため、多くの人が訪れるための短期的な活用を図りながら、柔軟な発

想による長期的な視点を持ち、時間をかけ皆で考えることにより、具体的な

整備方針などを定めた上で利活用していくことを要望します。 

なお、具体的な整備方針などを定めるに際しては、駅前に立地する有効性

を第一に考え、「築山」地区との連動性や自然、景観などにも十分配慮したも

のとするよう要望します。 
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委員名 頁 指 摘 箇 所 指 摘 内 容 

藤 木 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤 木 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「■ゾーニングにおける土地利用の方向性■の「その他利用」地

区の〔土地利用の方向性〕」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「■ゾーニングにおける土地利用の方向性■の「その他利用」地

区の〔留意事項〕」について 

 

 

 

【修正提案（修正）】 

自転車駐車場の建設位置の決定により「その他利用」地区は、自転車駐車

場と東側法面に挟まれ、想定していた程の平面的な広さの確保が困難となり、

アクセスも限定されたスペースとなるため、利活用を考えるに際しては、自

転車駐輪場の建設や東自転駐車場解体後の状況を見極める必要がある。 

また、自転車駐車場の建設により「築山」地区の利活用の在り方について

も多分に影響を及ぼすものと想定する。 

そのため、「その他利用」地区と「築山」地区の連動性を図る上でも、当面

は、“大磯港と駿河湾を眺望する開けた展望緑地”として、樹木剪定と芝生等グ

ラウンドカバーまたは土舗装（三和土；タタキ）などによる整備、維持が妥

当と考えられ、この内容も土地利用の方向性として示しておきたい。 

 

 

【修正提案（追加）】 

用地東側急斜面の保全整備は、「その他利用」地区の安全確保の観点からも

必要不可欠と考えます。抜本的な安全対策には、多くの費用がかかるものと

思われますが、当面の広場的な利用をしていくためには、最低限の安全対策

は必要となります。そのため、自転車駐車場の建設後に仮設自転車駐車場を

廃止した際にスムーズに、次の利用が図れるような安全対策（東側斜面の法

面養生、法肩上部に一定幅の余裕を持ち、かつ景観に考慮した手摺や安全柵

の設置）を施すことを留意事項に追加していく必要がある。 
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委員名 頁 指 摘 箇 所 指 摘 内 容 

藤 木 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤 木 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

「■ゾーニングにおける土地利用の方向性■の「築山」地区の〔土

地利用の方向性〕」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

「■ゾーニングにおける土地利用の方向性■の駅前角地の「整

備・改良・再配置」地区の〔留意事項〕」について 

 

 

【修正提案（修正）】 

築山を「くつろぎや憩いの場」としての利活用を図るのではなく、自転車

駐車場の建設位置決定により、「その他利用」地区は、当面の間 “大磯港と

駿河湾を眺望する開けた展望緑地”として、広場的な整備、維持することに

より、「くつろぎや憩いの場」としての利活用の役割を担うことが出来る。そ

のため、あえて、同様の役割の利活用を図るのではなく、安全性を確保した

中で最小限の維持管理により、現状の自然や景観を維持する事に努めるべき

と考える。 

 

 

【修正提案（追加）】 

町道拡幅を進めていく際は、駅周辺の交通動線の広域的視野を持って計画

していただき、擁壁の撤去及び大幅改修などを行なう場合は、その後の「築

山」の良好な存続を左右する保全条件の大きな変化をもたらす可能性がある

ため、駅前用地全体の自然・景観に対する最大限の考慮をすることを要望し

ます。 
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委員名 頁 指 摘 箇 所 指 摘 内 容 

関 野 

委 員 

 

３ 

以

降 

 

「大磯駅前用地の利活用方策の答申について」について 

～土地利用の全体コンセプト～ 

■ゾーニングにおける土地利用の方向性■ 

「その他利用」地区について 

「築山」地区について 

駅前角地「整備・改良・再配置」地区について 

 

【ご意見など】 

答申の根本には、大磯町のテーマであり、町に住む人々の生活に“安心安

全の町づくり”を約束した大前提があります。本検討委員会に於いても、こ

の基本の中で、駅前用地利活用の答申をしっかりとしたものにしなければな

りません。 

駐輪場敷地北面の利活用については、ゾーン設定に従い 

 

〔新規自転車駐車場建設予定地〕 

・ 第５回委員会での基本設計の報告に基づき、町は議会からの承認を得

た予算にて、スピード感を持ち整備を進めること。また、屋上の緑面ガ

ーデンも一考すること。 

〔「その他利用」地区〕 

 ・ 東面の隣接境を堅固にし、芝付広場に整備し、仮設野外ステージやテ

ントを用いた地場産品の販売等に活用し、応変の災害に役立たせる。 

〔「築山」地区〕 

 ・ 雑木は破棄して景観考慮の上、平面を増やし常緑樹の植え付けを行な

い、展望の場とする。緊急災害避難所となりえる仕組み。 

〔町県道の拡幅〕 

 ・ 県道 610 号と町道大磯 48 号の拡幅は、安心安全の町づくりから発して

交通の安全を期さなければいけない。 

 

 

 

 

 

 


